
 

 

 
報道関係 各位 

20１9 年9 月28 日 
株式会社日本レースプロモーション 

 
9 月 28 日（土）～29 日（日） 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第 6 戦 岡山国際サーキット 

予選結果速報 
 

平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）が、今シーズン初のポールポジションを獲得！ 
 

2019 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第6 戦 岡山国際サーキットの公式予選が、岡山国際サーキット（1 周:3.703km）で行わ

れ、平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）が、1 分12 秒700 のタイムで、今シーズン初のポールポジションを獲得した。 

 

今大会は、第3 戦スポーツランド SUGO 同様、予選Q1 を、全20 台を 2 つのグループ（A 組と B 組、各10 台）に分け実施。各組10 分

間の走行を行い、各グループ上位6 台、合計12 台が Q2 に進出する方式で行われた。 

 

晴れ間が覗く曇り空の中、ドライコンディションでスタートした Q1。ランキング上位7 人がひしめく事となった A 組は、ニック・キャシディ

（バンテリン チーム トムス）が、１分14 秒972 でトップ通過。昨年ポールポジションを獲得した関口 雄飛（イトウチュウエネクス チーム 

インパル）と、ランキング2位の山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）がまさかのQ1敗退。続くB組は、A組を上回る

1000分の１秒を争うタイム差の中、中嶋 一貴が１分14秒540のタイムを叩き出し、バンテリン チーム トムスがA・B両グループを制した。

しかし Q2 では、キャシディとランキング 4 位の小林 可夢偉（カロッツェリア チーム ケーシーエムジー）ら、チャンピオン争いの渦中に

いるメンバーが次々敗退する波乱の展開となった。 

Q3 は、前戦もてぎ大会で初優勝を遂げた平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）がトップに躍り出て、ポールポジションを

獲得した。2 位には、1 分12 秒780 で山下 健太（コンドー レーシング）、3 位には 1 分12 秒880 で国本 雄資（コンドー レーシング）が

続いた。 

 

決勝レースは、9 月29 日（日）15 時5 分スタート予定。 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「公式予選 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今シーズン初のポールポジションを獲得した平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル） 

 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 



 

 

 


